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1．はじめに
　ステイツマン (statesman)とは一般的に政治家を指す言葉であるが、
ワーズワース (William Wordsworth)の作品を論ずるときには、湖水地方
の農民を指す言葉として用いられる。ステイツマンとは北イングランド
の湖水地方に中世以前から住み着いている住民たちである。湖水地方は
イギリスで数少ない山岳地帯であり、ステイツマンは条件の悪い山の傾
斜の土地に家を建てて暮らしていた。彼らの多くは放牧を生業としてお
り、家の周囲の小さな土地を石垣で囲い込み、そこで牛や羊を育て、女
性が家庭で糸を紡ぎそれを売るなどして日々の生活の糧を得ていた。ま
た、四方を山に囲まれているという地形的特徴ゆえに、18世紀に道路
が通されるまで他地域と交流がなく中世以来の生活形態や慣習が保たれ
ていた。ステイツマンの存在が一般に認識されるようになったのは 18
世紀の後半であると考えられる。1790年代に地誌書の中で彼らの存在
が取り上げられはじめ、その後の国内旅行の流行に伴い数多く書かれた
旅行記で湖水地方が紹介されるにしたがい、一般に認知される存在にな
った。
　湖水地方に生まれ、青年期の 10年間を除いた人生の大半をこの地で
過ごした詩人ワーズワースにとって、ステイツマンは彼の詩作品の重要
な登場人物であった。1789年の冬にワーズワースは妹のドロシー
(Dorothy Wordsworth)とドイツの地方都市ゴスラー(Goslar)から帰国し
グラスミア (Grasmere)に移住するが、その直後に、このステイツマン
の生活を「グラスミアの我が家」(Home at Grasmere)の中で賞賛し、そ
の後もこの湖水地方の住民たちの生活を「マイケル」(‘Michael’), 「兄
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弟」(‘The Brothers’), 『逍遥』(The Excursion)などの作品で継続的に取り
上げ続けた。なぜ、ワーズワースは湖水地方とそこに住むステイツマン
に特別な関心を抱き、生涯にわたって描き続けたのだろうか。ワーズワ
ースにとってステイツマンとはどのような存在であったのだろうか。本
稿では、ワーズワースが独自のステイツマン像を形成した背景を踏ま
え、ワーズワースがステイツマンに着目して作品を作り続けた意図を考
察する。
2．ワーズワースの湖水地方地誌観とステイツマン1
　ワーズワースが湖水地方のステイツマンに注目した理由の一つは、ス
テイツマン達が暮らしていた湖水地方の特殊な環境であった。湖水地方
はイギリスで数少ない山岳地帯である。湖水地方は、交通の不便さや耕
作地が少ない貧しい土壌のために、他地域との交流がほとんどない地域
であった。それゆえ、産業化によって生活の形態が変わりつつあった当
時のイギリスにあって、湖水地方の住民たちは、昔からの生活を保持し
ていた。ワーズワースの作品の中で、読者にステイツマンの存在を最も
明確に印象づけた作品の一つは、ワーズワースの晩年に当たる 1835年
に出版された『湖水地方案内』(A Guide through the District of the Lakes in 
the North of England, 1835)であろう。2その中で、ワーズワースはステイ
ツマンを中世以来変わらぬ質素だが安定した生活を営み、自由かつ自立
した精神に富む人々として賛美している。
　『湖水地方案内』の初版にあたる『選り抜きの光景』(Selected Views in 
Cumberland, Westmoreland and Lancaster)が書かれたのは、グラスミア移
住から 10年後の 1810年であった。興味深い点は、この第一版の段階
で、ワーズワースはすでに多くのページを割いてステイツマンを詳細に
紹介している点である。3『選り抜きの光景』の第二部の第二セクション
(1262─1684)において、ワーズワースは湖水地方の歴史をたどり、ステ
イツマン達がいかに独立心にあふれているかを主張していく。4湖水地
方の最初の移住者であるブリトン人がこの地にやって来たのは、13世
紀後半である。ローマ侵略の際、この土地は地形の厳しさや経済的な価
値の低さゆえに支配の手を免れた。その後のサクソン人、デーン人の侵
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略に際してもこの山岳地は天然の要塞を提供したとワーズワースは説明
する (1300─1306)。そして、ノルマン人侵攻後、ノルマン人は封建制を
導入して平野部を支配したものの、ローマ人同様に狭い谷筋や山岳部に
は興味を示さなかった (1317─37)。
　さらに、ワーズワースは住民が農奴から解放された経緯を説明する。
その後、修道院長が領地を分割し借地化して、領土内の農奴 (villain)た
ちを慣習的借地保有農 (customary tenant)として解放した (1347─1373)。
これにより、放牧によって生計を立てていたファーネス高地 (High 
Furness)の農奴は、地代を払うことを条件に家の周囲を囲い込むことを
許可された。ワーズワースは農奴から解放された羊飼いなどが山岳部の
奥地に分け入って粗末な居を構え、その周囲の小土地を囲い込み、ロビ
ンソン・クルーソー的な生活を始めたという (1388─99)。そして、18世
紀まで、長きにわたって変わらぬ生活を続け、自然との長い交流を通じ
て、この地域の住人は「事物の生きた原理の胸元」“the bosom of the 
living principle of things” (1571)に溶け込むようになった。ワーズワース
はこのような人間と自然が共存する環境を賛美し、この地方の谷筋の上
流には、「羊飼いと農民の完全な共和国」“a perfect republic of Shepherds 
and Agriculturists” (1666─7)があったと主張する。この理想的社会の住民
が労働に勤しむのは、家族を養うに足るだけの収穫物を得るためだけで
あり、領主とは無縁である。ここには家柄を誇る貴族もない。この社会
を形作ったのは、この社会を守ってくれる周囲の山々である。そしてこ
の地の住民は、自分の土地は 500年以上の長きに渡り自分の血筋のもの
が耕作してきたことを自覚していたとワーズワースは記述する (1663─
84)。
　『選り抜きの光景』で描かれた、湖水地方の特殊な地形と歴史に守ら
れながら、土地を所有し子孫からの生活を守り続けるステイツマンの暮
らしぶりは、1800年の移住直後に描かれた「グラスミアの我が家」に
おいて既に描かれている。『選り抜きの光景』において、湖水地方を
「完全な共和国」(1667)にみたて、住民であるステイツマンたちをその
共和国の構成員にふさわしい人びととしたのと同様に、「グラスミアの
我が家」において、 語り手は湖水地方をこの世の「楽園」“paradise” (12)
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と呼び、ステイツマン達を楽園の幸せな住民として賛美する。
And as these lofty barriers break the force
Of winds,─ this deep vale, as it doth in part
Conceal us from the storm, so here there is
A power and a protection for the mind,
Dispensed indeed to other solitudes
Favoured by noble privilege like this,
Where kindred independence of estate
Is prevalent, where he who tills the field,
He, happy Man! is Master of the field
And treads the mountain which his Father trod.
 (‘Home at Grasmere’455─64)5
ここでは、地形に守られている点と、土地を所有して継承することで幸
せな生活を続けていることが語られている。『選り抜きの光景』で湖水
地方の山岳地帯特有の地形を侵略者たちから住民を守る天然の要塞とし
たように、グラスミアを囲む山は風をよける「高き防壁」“lofty barriers” 
(455)であり、谷は「嵐から住民を守るもの」“conceal us from the storm” 
(457)であると形容されている。さらに、この土地には人びとを物理的
に守るだけではなく、「精神を守る力」“A power and a protection for the 
mind” (458)があるという。その一方、ワーズワースはステイツマンの
土地所有をここでも賛美している。ステイツマンの土地所有は「領主」
“Master” (563)や “kindred independence of estate” (459)という言葉使いで
示されるように、支配からの独立や自由と結びついた文脈で語られてい
る。彼らは先祖伝来の土地を所有しており、領主による支配を受けるこ
となく自立した生活を送っているからである。彼らのこのような生活を
ワーズワースは「幸せ者だ！野の所有者であり / 祖父たちが歩んだ道を
た ど る 者 は 」“He, happy Man! Is Master of the field / And treads the 
mountain which his Father trod.” (463─64)と称賛する。
　「選り抜きの光景」や「グラスミアの我が家」に見られるステイツマ
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ンの賛美で共通している点は、湖水地方という特殊な環境下で、ステイ
ツマンが政治的支配から自立しており、生活の自由を謳歌している点で
あろう。しかしながら、現実のステイツマンの生活は、ワーズワースが
賛美したような生活では必ずしもなかった。他地域との交流が少なく、
耕作地が小さく貧弱な土壌ゆえに、湖水地方の住民は慢性的な食糧難に
悩まされていた。小田が指摘するように、ワーズワースが『選り抜きの
光景』を執筆するにあたって引用した本には、湖水地方の住民の窮状も
描かれていた（小田 115）。『選り抜きの光景』の中で、ワーズワースは
トマス・ウェスト (Thomas West) の『ファーネスの古事』(The 
Antiquities of Furness: or, an Account of the Royal Abbey of St. Mary, in the 
Vale of Nightshade, near Dalton in Furness)を引用し、ステイツマンが中
世以来変わらぬ生活を続けていたことを語る。だが、ウェストがステイ
ツマンの産業に言及したのは、湖水地方の食糧難を改善するための農業
改革を主張する文脈であった (小田 118)。ワーズワースはそのような湖
水地方の生活のマイナス面に言及することはせず、ステイツマンの生活
を賛美している。このような意図的な史実の排除からは、ワーズワース
の中に史実に先行して、ステイツマンの明確なイメージ─すなわち、支
配者から自立し、自由を謳歌する人々─があったということを示してい
るだろう。6
3．湖水地方のステイツマンと啓蒙主義的な山岳地帯の住民像
　ワーズワースのステイツマン像は、実際のステイツマン像というより
は、ワーズワースが考える人間のあるべき姿を背負っていると言うこと
ができる。湖水地方への賛美は、ワーズワースの革命的情熱と結びつい
ている。『選り抜きの光景』や、「グラスミアの我が家」に見られる湖水
地方への賛美は、現実の湖水地方を賛美するためではなく、湖水地方に
ワーズワースの楽園のイメージを付与するためであると考えられる。ワ
ーズワースが湖水地方に描く楽園のイメージは政治的聖域と結びついて
いる。山岳地帯特有の地形は外部の政治的支配者の干渉を防ぐ天然の要
塞であり、住民たちの自治権と土地の所有権を保証している。自然は住
民たちに十分な恵みを提供することによって、住民たちの自給自足を支
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え、湖水地方という聖域内での自己完結した生活を可能にさせている。
『選り抜きの光景』において、共和主義を髣髴とさせる言葉をもちいた
のには、現実の世界では失敗してしまったフランス革命の理念に対する
忠誠を宣言するものであっただろう。
　ワーズワースが思い描く、理想的人間は、共和主義的な理想的市民の
像を髣髴とさせる。ジョナサン・ベイト (Jonathan Bate)が指摘したよう
に、『選り抜きの光景』で示した「羊飼いと農民の完全な共和国」“a 
perfect republic” (1666─7)という言葉は、急進的共和主義の伝統に由来し
ている (Bate 44─6)。1793年に書かれた「ランダフ主教宛の書簡」(“A 
Letter to the Bishop of Llandaff”)において、Wordsworthは作品のかなりの
部分を山間に暮らし自分の権利を教えてくれた誰にも隷属せぬスイスの
羊飼いの記述に宛てている。『選り抜きの光景』や「グラスミアの我が
家」に描きこまれたステイツマンは、啓蒙主義の人々が山岳地帯の人び
とに抱いていたイメージ─すなわち、自由と平等の精神に富み、厳しい
地理的条件の中で生活する勤勉さと屈強さを併せ持つという気質をもつ
人びと─と一致している。たとえば、アメリカ独立やフランス革命に大
きな影響を与えた 1748年発表の「法の精神」(De l’esprit des lois) の第
18章、21編において、モンテスキュー(Charles de Secondat, Baron de 
Montesquieu)はすでに、自由の精神を尊ぶ政体は肥沃な平地より山岳地
に育つことや、豊かであるがゆえに惰性的で隷属的な南部住民に対し
て、北部の山岳民は勤勉で自由を希求すると述べている。7
　啓蒙主義的な山岳地帯の住民像の背景には、人間は理想的な環境に置
かれれば理想的な存在になり得るという楽観的な人間観があるだろう。
そして、ワーズワースのステイツマンもまた、そのような楽観的人間観
を共有している。ワーズワースのステイツマンが理想的な存在であるの
は、湖水地方という理想的な環境に生まれ、自然による教育を受けたか
らである。このようなステイツマンの生い立ちと人格との相関関係は、
たとえば、「マイケル」においても見ることができる。老羊飼いマイケ
ルは、彼の仕事場に吹く強い風と丘の険しい道のりによって屈強な肉体
を得ている。また、グラスミアにおける日々の労働と自然によって素朴
で勤勉な性格を有する人物として描かれている。
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　自然に育まれる人間として湖水地方の住民が描かれたのは、1800年
のグラスミア移住以前であった。本稿で論じているステイツマン像に非
常に近い湖水地方の住民がワーズワースの作品に初めて登場したのは
「廃屋」(‘The Ruined Cottage’)である。この作品に登場する湖水地方の
住民とは、語り手の行商人 (The Pedlar)である。「廃屋」の執筆の過程
で偶発的に出現した行商人の生涯に関する叙述にはこの行商人がもとも
と湖水地方の羊飼いであり、幼少期を自然の中で過ごしたことが語られ
る。8「廃屋」の第二稿にあたるMS.Bにおいて、ワーズワースは 250行
の詩行に行商人の生涯を凝縮して描いたが、この詩行の中には行商人が
カンブリアの丘の住民 “he was born of lowly race / On Cumbrian hills” (‘The 
Ruined Cottage’ MS.B 47─8)の羊飼いの子供であることが記されている。9
行商人の生涯に関する叙述の中で、ワーズワースは行商人の感受性や精
神は、彼が生まれ育った湖水地方の山々との交流を通じて育まれたと語
っている。この叙述の中で描かれる羊飼いの少年であった行商人と山々
との関係は、『選り抜きの光景』で描かれたステイツマンと山岳地帯の
関係と共通する点が見られる。それは、山岳地帯の自然が住民の精神を
育んだという点である。行商人は、自然の事物のなかにあらゆる啓示を
読み取り、「神秘的生命」 “a secret and mysterious soul” (MS.B 84)や「道徳
的人生」“a moral life” (83)を感じ取り、世界に通じる原理を感知してい
た (85)。そして、そのような自然との交流を通じて、行商人は成長した
という。
　この行商人に関するエピソードは、フランス革命後の社会混乱と深く
関係している。そもそも、「廃屋」はフランス革命後のイギリス国内の
社会不安を背景に書かれた詩であった。コーネル版「廃屋」の編纂者で
あるジェームズ・バトラー(James Butler)の解説によると、廃屋の住民
だったマーガレットの生活の困窮はフランス革命後に訪れた経済危機と
穀物の不作を背景にしている (Butler 19)。さらに、彼女の夫であるロバ
ートは家族を捨てて兵役に服すが、彼の軍隊が参戦した戦争は時期から
考えて、フランス革命後急進化したフランス政府と英国政府の関係悪化
によって引き起こされた英仏戦争であると考えられる。マーガレットの
物語のことを行商人はマーガレットの身の上に起きた出来事を「ありふ
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れた物語」“common tale” (MS.B 290)と語っているが、「廃屋」の最初の
草稿であるM.S.Aには、フランス革命後の経済難やその影響によって
貧困に苦しむ人々の一例を物語詩として描きだそうという計画があった
ことをうかがわせる。
　行商人は、作品中でマーガレットやロバートと対照的な人物として描
かれる。マーガレットやロバートが時代に翻弄される一方で、行商人は
生活の自由を確保している。彼は幼少期の湖水地方の自然との関わりの
中で、自然が人間に与える啓示を読み取る人物として描かれている。彼
は村々を歩きまわり、確固とした定住地を持たないという職業上の特性
と幼少期に培った審美眼を持つがゆえに、人間社会から一歩距離を置
き、生活のなかで自由を保つことができている。湖水地方は行商人にと
って、フランス革命後の社会変動から人々の人間性をまもる場所であ
る。そして、行商人はそのような環境にいたからこそ超越的な人物とな
り得たと言うことができる。行商人のエピソードからは、ワーズワース
のステイツマン像がフランス革命後の社会変動といかに対面するかとい
う課題に直面し、葛藤する過程から生まれたということが分かるだろ
う。
4．おわりに
　本稿では、ワーズワースがステイツマンに着目して作品を作り続けた
意図を考察した。ワーズワースにとってステイツマンとは、自らの理想
の提示である。そして、ステイツマンを作り出した背景には、フランス
革命によって成し遂げられなかった理想的国家とそこに住む人間を詩行
の中で描きだそうという試みがあったと考えられる。湖水地方の歴史及
び地理的条件が生んだ、自然と深くかかわった生活、住民同士の相互援
助や自由の精神、地域社会内の身分の平等、そのような環境がフランス
革命や経済危機といった外側の社会の変動の波にのまれず保持されてい
たという歴史的事実は、フランス革命がなしえなかった共和国のイメー
ジと似ていた。18世紀後半のイギリス社会は、フランス革命の挫折と
いう同時代の理想社会構築の失敗という精神的トラウマと戦後の経済不
況を抱え、国家の方向性を模索していた時期であった。ワーズワースも
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また、理想的社会や人々の安息の地を文学の中で表現しようと模索して
いた。湖水地方は、フランス革命で成し遂げることのできなかった理想
的共和国家を現世において体現する場所であり、革命後の精神的喪失感
を補完するものであったと考えられる。ワーズワースにとって、湖水地
方のステイツマンの生活の成り立ちは、ワーズワースが思い抱く理想郷
と合致したのである。
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 ワーズワースと湖水地方の関係に関する近年の研究は、David McCraken, 
Wordsworth and the Lake District: A Guide to the Poems and Their Places. (Oxford: 
Oxford UP, 1993). Grevel Lindop, A Literary Guide to the Lake District. (London: 
Chatto and Windus, 1993). James. C. McKusick, Green Writing: Romanticism and 
Ecology. (Palgrave: Macmillan, 2000).などがあげられる。
2
 『湖水地方案内』は 1835年に出版されたワーズワースが一般旅行者向けに
書いた湖水地方のガイドブックである。『湖水地方案内』には、5つの版があ
る (Owen 123─35)。今日、『湖水地方案内』として一般的に読まれるのは 1835
年の最終版である。第一版は『選り抜きの光景』(Selected Views in 
Cumberland, Westmoreland and Lancaster)として 1810年に出版され、その 12
年後の 1822年に『湖水地方の風景』が初めて単独出版を経て、1835年に
『湖水地方案内』が出版されるに至るという経緯をたどる。ステイツマンの
生活の成立史に関するセクションは、最初の版である『選り抜きの光景』執
筆時から存在していた。『選り抜きの光景』は、湖水地方の牧師ジョセフ・
ウィルキンソン (Joseph Wilkinson)が、湖水地方の風景の版画集『選り抜きの
光景』の出版するにあたって、湖水地方の特色を解説するための文章をワー
ズワースに依頼したのがきっかけであった。出版物が版画集であったという
ことから、『選り抜きの光景』には、現在の『湖水地方案内』第一部のルー
トに関する叙述といったような、ガイドブックとしての記述はなかったもの
の、湖水地方に関する詳細な記述がなされている。なお、『湖水地方案内』
の五つの版についての詳細はWilliam Wordsworth, The Prose Works of William 
Wordsworth, eds.W.J.B.Owen and J.W.Symser (Oxford: Clarendon, 1974) vol.2, 123
─35.を参照。また、小田友弥「ワーズワスの『湖水地方案内』、その三つの
版の比較」山形大学紀要 (人文学科 )第 15巻第 3号頁 55─74.においても詳
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しい考察が行われており、本稿はこの論文を大いに参考にしている。
3
 『選り抜きの光景』を見ると、ワーズワースのステイツマン像と湖水地方
地誌には密接な関係があることがうかがわれる。ワーズワースはどのような
時期に湖水地方の地理と歴史を学んだのだろうか。ワーズワースの 1800年
前後の読書記録からは、ワーズワースがグラスミア移住後に湖水地方の地誌
や地理の学習に本格的に取り組み始め、この地に対する理解を深めていった
様子が浮かび上がる。『選り抜きの光景』で書かれた地方の知識は、主に
1800年のグラスミア移住後から数年後の農業書や旅行記の読書によって受容
されたと考えられる。ダンカン・ウー(Duncan Wu) の編纂による
Wordsworth’s Reading 1800─1815. ed. Duncan Wu, (New York: Cambridge UP, 
1995).を紐解くと、ワーズワースが 1804年から 1807年にかけて、William 
Gilpin の Observations, Relative Chiefly to Picturesque Beauty (1786), John 
Housman の A Descriptive Tour and to the Lakes (1802), Thomas West の The 
Antiquities of Furness (1774) や A Guide to the Lakes in Cumberland, and 
Lancashire (1807)、William Hutchinson の The History and Antiquities of the 
County Palatine of Durham (1794)など、多くの旅行記および湖水地方の地誌に
関する書物を読んでいたことが分かる。
4
 本稿での『選り抜きの光景』の引用は、『湖水地方案内』に相当する行で
示した。なお、『湖水地方案内』のテキストは、William Wordsworth, The 
Prose Works of William Wordsworth, ed. W. J. B. Owen and J.W. Symser, 3vols.
(Oxford: Clarendon, 1794) vol.2, 151─259. を使用した。また、『選り抜きの光
景』の概要に関しては、小田友弥 「ワーズワスと湖水地方史」、『山形大學紀
要 人文科學』 15 (2003): 107─22を参考にした。
5
 「グラスミアの我が家」のテキスト引用は、William Wordsworth, The Major 
Works. ed. Stephen Gill. (New York: Oxford UP, 2000).による。
6
 ワーズワースの描くステイツマンとステイツマンの生活実態との食い違い
は新歴史主義 の流れをくむ批評家たちによってしばし批判の対象となってき
た。代表的な論者としてはシンプソン (David Simpson)があげられるだろう。
David Simpson, Wordsworth’s historical imagination: The poetry of displacement 
(New York: Methuen, 1987)を参照。ワーズワースの描くステイツマン像が実
際のステイツマンよりも美化されている点は否定しがたい。だが、ワーズワ
ースの中に、歴史の歪曲ないし隠蔽の意図があったかは定かでない。なぜな
ら、『湖水地方案内』は史実に忠実であるべき地誌書や歴史書とは性質の異
ワーズワースのステイツマン像
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なるものであるからである。『湖水地方案内』には、湖水地方の歴史やステ
イツマンに関する記述が多い一方で、詳細なトレッキングルートの解説も見
られ、ワーズワースが、『湖水地方案内』をガイドブックやこの地方を一般
読者の楽しみのために執筆したことをうかがわせる。このことから、『湖水
地方案内』にみられるステイツマンの生活実態の理想化は、歴史の隠蔽や歪
曲のために行われたというよりも、ワーズワースの文学的信念から行われた
と考えることができるだろう。
7
 モンテスキューは『法の精神』の第 3部 14編「風土の性質との関係にお
ける法律について」において、風土は人間の精神および肉体的性格を決定づ
ける大きな要素であり、寒い地方に住む人間と温かい地方に住む人間の間に
は性格や道徳心が大きく異なっているという。第 3部 14編第 2章には、風
土が人間の強靭さと道徳心を決定するという理論が人間の身体の観察と考察
を通じて展開されている。そして、自然的原因に由来した国民の気質によっ
て、その土地の社会に適した政治形態がおのずと決まったとモンテスキュー
は考えていた。暑い風土の住民の感受性過多、道徳的堕落、無気力さは「彼
らをほとんど常に奴隷化」してきたのであり、寒い風土の住民の勇敢さ、道
徳心、肉体的強靭さが彼らに自由を維持させてきたと指摘する。本稿では、
シャルル・ド・モンテスキュー. 『法の精神』訳野田良之 (岩波文庫、1989)
中巻 .を参照した。
8
 「廃屋」が執筆されたのは 1795年から 1799年である。現在、「廃屋」にか
かわる原稿には、MS.A MS.B MS.Dとマーガレットの物語の原型となる、二
つの断片詩である ‘Incipient Madness’と ’Bakers Cart’が残されている。まず、
97年に断片詩、‘Incipient Madness’と ’Bakers Cart’が執筆された。MS.Aは
1797年の 4月から 6月に執筆された。この原稿は、マーガレットの悲劇に関
するおよそ 240行の詩行である。さらに、MS.Bが 1798年の 1月から 3月に
かけて執筆され、詩の冒頭、第一部と第二部が書かれ、詩人と行商人の対
話、行商人の生い立ちが新たに書き加えられた。そして、MS.Dが 1799年の
2月から 11月にかけて執筆された。MS.Dにおいて、ワーズワースはMS.B
で加筆された行商人の生い立ちに関する詩行を削り、結びの詩行を付け加え
た。
9
 「廃屋」のテキストの引用は、全てコーネル版William Wordsworth, The 
Ruined Cottage and The Pedlar. ed. James Butler. (Ithaca: Cornell UP, 1979).を用
い、MS.Bの行数を示す。
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